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リーダー育成のための「3R・低炭素社会検定」
・第一回3R検定：2009年1月、第二回3R検定：2010年1月
・第三回3R・低炭素社会検定：2011年1月
・全国12会場（北海道～九州）

★2019年11月10日 第12回3R・低炭素社会検定



1972年京大毒たれ事件

学内の実験廃液（有機・無機）
は、学内で自ら処理（1970年代
～）→1977年センター設立
※医療系廃棄物の焼却炉もある

学内で廃液処理（原点処理・排出者責任）



京都大学環境報告書
& 京都大学環境配慮行動マニュアル～研究室・脱温暖化編～

・2006年9月～公開

京都大学エコ宣言ウェブサイト
（環境エネルギー管理情報サイト）のオープン
・2009年7月公開
・http://www.eco.kyoto-u.ac.jp/ みんなも来てね！

全員参加型プロジェクト
エコ～るど京大



着物のリユース企画「Kistory」



本日の話題提供

• ごみからの学び ～ごみは雄弁

- 40年間の家庭ごみ細組成調査

- 災害廃棄物およびストック

- （家庭系）有害廃棄物

• 持続可能な営みへ ～SDGsのススメ

- SDGsと廃棄物管理



本日の話題提供（持続的な発展に向けて）

ごみからの学びをどう活かすか？

SDGsを活用し、持続可能な営みへ



使い捨て商品等の排出傾向
使い捨てカップ・トレー等
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生ごみ発生量（H27年度 農水省）





エコロジカルフットプリント

必
要
な
地
球
個
数

このままでは、地球がいくつあっても足りない･･･

• エコロジカルフットプリント：現在消費している資源の量を、それを持続可
能な形で生産できる土地・海洋面積として評価する手法

• 試算値：WWF（世界自然保護基金）発行「生きている地球レポート」より

■2008 Report
■2012 Report





【参考】災害廃棄物への対応

2011年3月11日
東京電力電気の資料館

～2014年3月まで、分別やリ
サイクル、処理に全力投球
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災害廃棄物への対応

災害対策基本法と廃棄物処理法を中心とした
災害廃棄物関連制度や指針等

発災前：

発災後：

災害廃棄物処理計画

○○災害における
災害廃棄物
処理実行計画

災害廃棄物対策指針、
大規模災害における
行動指針・行動計画

○○災害における
災害廃棄物処理指針

災害廃棄物対策を支える
ネットワーク

国

NPO

専門家
コンサルタント業

地域ブロック

建設業 都道府県

プラント業

市町村

廃棄物処理業

リサイクル業

切れ目のない災害廃棄物対策に向けた課題と進化
（１）今後の中小規
模災害における知
見蓄積と反映

（２）広域連携が進む制
度運用（廃掃法基本方
針や交付金との連携）

（３）社会蓄積される
スック材の３Ｒ方策
に関する検討

（４）世界各地の災
害対策の経験共
有や国際連携

都道府県・市町村 国・地域ブロック

東日本
大震災

・・・処理に長期
間を有し、社会

問題化

南海トラフ

巨大地震・・・発
生量見込みは、東
日本大震災の10

倍以上

毎年恒常的に
発生する災害
への対応（頻発・

巨大化）

運用へ
の基盤
システム
整備が
求められ
て
いる！

中でも計画
作成から始
まる事前の
備えが重要



災害廃棄物への対応が大変だった理由
被災者へのネットアンケート調査（2018年3月）

弱者対応

支援・連携体制
の強化

物の所有に対す
る見直し



日本における物質フロー（2010年度）

約5.4億トンは
蓄積、約5.7億
トンは廃棄で、
うち約2.5億トン
が循環利用



日本における物質フロー（2000年度）

約11.1億トンは
蓄積、約6億ト

ンは廃棄で、う
ち約2.4億トン
が循環利用

【2010年】
約5.4億トンは
蓄積、約5.7億
トンは廃棄で、
うち約2.5億ト
ンが循環利用



積み残された課題「有害・危険ごみ」
• 水銀等への対処本格化

• 家庭系有害廃棄物への取り組
みは弱い

京都市における
移動式回収



ごみからの学び

• 一般廃棄物からの学び ～ごみは雄弁

- 40年間の家庭ごみ細組成調査

- 災害廃棄物およびストック

- （家庭系）有害廃棄物

→社会の変化、積み残し課題の認識

• 産業廃棄物からの学び

→ごみから・・・社会の変化、排出者の特性など

→良きパートナー（排出者など）を得て



持続可能な営みに向けて

• SDGsにおける「廃棄物管理」関連事項

• 世界（特に途上国）と日本の状況

• 日本における廃棄物管理の持続可能性

• 参考

- SDGsの活用事例

- SDGsに関する意識と行動



SDGｓ

• 2015年9月に「国連持続可能な開発サミット」にて「持続可能な開発のための2030アジェン
ダ」が採択。アジェンダは、宣言および目標「持続可能な開発目標（SDGs）」をかかげた。

http://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/2030agenda/



SDGsにおける「廃棄物管理」関連項目
～広義な解釈（加筆・省略版）～



1.貧困をなくそう
1.5 脆弱な状況にある人々

について、災害に対する強
靭性を構築

1.5.1 人口10万人あたりの
災害による被害者数
1.5.2 GDPとの関係で災害
による経済的な直接損失
1.5.3 仙台防災枠組2015-
2030に基づく災害リスク削
減戦略の採用（国数）

2.飢餓をゼロに
2.4 持続可能な食料生産シ
ステムの確保等



3.すべての人に健康と福祉を
3.9 有害物質、並びに大気、

水質および土壌の汚染等に
よる死亡と疾病の数を大幅
に減少

3.9.1 家庭内及び周囲の大
気汚染による死亡率
3.9.2 不衛生な水や施設及
び知識の不足による死亡率
3.9.3 意図的でない中毒に
よる死亡率

4.質の高い教育をみんなに
4.7 持続可能な開発のため
の教育（ESD）及び持続可能

なライフスタイル等に関する
教育をすべての学習者に

4.7.1 ESDを（a）国の教育政
策、（b）カリキュラム、（c）教
員教育、（d）学生評価の全
てにおいて主流化⇔12.8.1



6.安全な水とトイレを世界中に
6.2 全ての人々に、下水処
理施設や衛生施設を普及

6.3 汚染、有害な化学製品
と物質の放出の最小化

7.エネルギーをみんなに、そしてクリーンに

7.2 世界のエネルギー・ミッ

クスにおける再生可能エネ
ルギーの割合を大幅増加

7.2.1 再生可能エネルギー
の割合

7.A 再生可能エネルギー、

エネルギー効率及び先進的
に

7.a.1 再生可能エネルギー

に関する研究・開発等への
国際的な金融の流れ



8.働きがいも経済成長も
8.2 高いレベルの経済生産
性を達成

8.2.1 労働者あたりの実質
GDPの年間成長率

8.4 消費と生産における世

界的な資源効率を漸進的に
改善し、持続可能な消費と
生産に関する10年計画枠組

に従い、環境悪化から経済
成長の切り離しに努力

8.4.1 マテリアルフットプリン
ト（総量、一人あたり、GDPあ
あたり）
8.4.2 国内の材料消費（同
上）
⇔12.2.1&12.2.2

9.産業と技術革新の基盤をつくろう

9.b 産業の多様化や商品
への価値の付け加え



11.住み続けられる町づくりを
11.5 脆弱な状況にある人

を主対象に、水や災害を原
因とする死者数や被害、そ
して経済損失を大幅に削減

11.5.1 人口10万人あたり
の災害による被害者数
11.5.2 災害による経済損
失

11.6 大気の質や廃棄物管

理など、都市の一人当たり
の環境上の悪影響を軽減

11.6.1 都市ごみの中で、定

期回収され、適切に最終処
理される固形廃棄物の割合

11.b 資源効率、気候変動

への緩和と適応、災害に対
する強靭さの計画採択や総
合的なリスク管理の促進

11.b.2 国の防災戦略に

沿って地方の防災戦略を採
用・実施している地方政府
の割合

11.C 途上国への持続可能
／強靭な建造物開発支援



12.つくる責任 つかう責任①
12.1 持続可能な消費と生
産パターン（SCP）に関する
計画枠組の実施

12.1.1 SCPに関する国家行

動計画や内容主流化を行っ
た国の数

12.2 天然資源の持続可能

な管理及び効率的な利用の
達成

12.2.1 マテリアルフットプリ
ント（総量、一人あたり、GDP
ああたり）
12.2.2 国内の材料消費（同
上）
⇔8.4.1&8.4.2

12.3 小売と消費で世界全

体の一人あたり食料廃棄量
を半減＋生産・サプライ
チェーンでの食品ロス減少

12.3.1 世界的な食品ロス
指標



12.つくる責任 つかう責任②
12.4 製品のライフサイクル

を通して、環境上適正な化
学物質や全ての廃棄物の
管理を達成し、環境放出を
大幅削減

12.4.1 有害廃棄物及び他

の化学物質に関する国際的
な多国間協定の当事国数
12.4.2 処理種別の一人あ

たり有害廃棄物及び処理さ
れた有害廃棄物の割合

12.5 3Rを通じて、廃棄物の
発生を大幅削減

12.5.1 国の再生利用率、
再利用された物質重量

12.6 大企業や多国籍企業

に対し、持続可能な実践を
採用し、自らの定期報告に
持続可能性に関する情報を
取り入れることを推奨

12.6.1 持続可能性に関す

る報告書を発表している会
社の数



12.つくる責任 つかう責任③
12.7 持続可能な公共調達
の促進

12.7.1 持続可能な公共調
達・行動計画実施国数

12.8 あらゆる場所の人々

が持続可能な開発及び自
然と調和したライフスタイル
についての情報と意識を

12.8.1 ESDを（a）国の教育
政策、（b）カリキュラム、（c）
教員教育、（d）学生評価に
おける主流範囲⇔4.7.1

12.a 途上国の科学・技術
的な能力向上支援

12.a.1 支援金額

12.b 雇用を創出し、地方の文化

と製品の促進により、観光政策
を推進

12.b.1 政策・計画数

12.c 化石燃料に対する非効率
な補助金の合理化

12.c.1 GDPの一単位あたり・化

石燃料に関する国の総支出の割
合としての化石補助金の総額



14.海の豊かさを守ろう
14.1 2025年までに、海洋ご

みや富栄養化等、あらゆる
海洋汚染、とりわけ陸上活
動からの汚染を防止し、大
幅に減らす

14.1.1 沿岸の富栄養化指

数及び浮遊プラスチック破
片度数

15.陸の豊かさも守ろう

15.a 生物多様性と生態系

を保全し、持続的に利用す
るために、あらゆる資源から
の財政的資源を動員し、大
幅に削減

15.a.1 生物多様性と生態

系の保全と持続可能な利用
に関する政府開発援助と公
的支出



SDGsにおける廃棄物管理（キーワード）

• 資源効率：資源効率、自然・地元資源

• ごみ発生：ごみ削減、食品ロス、海ごみ

• ごみ処理：回収、災害、再エネ

• ごみの質：有害物質、有害化学物質

• 基盤的取り組み：ESD、情報発信、食料政策



SDGsにおける廃棄物管理（キーワード）

図の出典：http://www.irric.co.jp/pdf/risk_info/eternal/42.pdf

⑫つくる責任 つかう責任
○資源効率
○ごみ削減
○食品ロス

食料ESD有害物質再エネごみ量

災害

資源効率

資源 海ごみ 有害化学物質

http://www.irric.co.jp/pdf/risk_info/eternal/42.pdf


参考：日本のSDGs取組に対する評価（2018年）

日本の達成状況は156か国中15位（2017年：157カ国中、11位
出典：http://www.sdgindex.org/assets/files/2017/2017-SDG-Index-and-Dashboards-Report--regions.pdf



様々な主体と、
SDGsをテーマに、

ESDやEMSに取り組む

※ESD：Education for sustainable development（環境教育）
※EMS：Environmental Management System（環境管理）



京都市立安朱小学校との取り組み
①ミニレクチャー
②SDGsノートをつけてみよう！

名前と今日の日付を書こう！

課題１に、9月末までの課題を
記入。課題２は次回・・・

『普段の生活の中で、実践した
こと、新たに知ったことを書く』



京都市立安朱小学校 SDGsで地域の未来を考えよう！



京都大学でのSDGs（持活）実践
１日１「SDG」生活→自分たちにできること提案









SDGs（17の視点）の活用アイデア

ラベリング（17項目との
関連性を整理）

統合的（複数の項目を
総合して分析）

社内経
営

〇現在の職場・労働環
境、取引先との関係
等の見直し

〇地域との活動の見直
し

→経営計画、SDGs報告

〇将来の社会変化も見
据えた職場・労働環
境、取引先との関係
等の検討

→中長期（経営）ビジョ
ン・計画

製品・
サービ
ス

〇既存の製品・サービ
スの見直し・改善

〇製品・サービスの将
来展開、地域・社会
における位置づけの
見直し

何を持続させたいのか？
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